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■転身
　ノーベル物理学賞を受賞された物理学者の梶田
隆章教授が，小中学校の先輩という。構造家の岡
村仁さんは埼玉県東松山市育ち。京都大学では，
物理学科を出ているから，そのニュースに心が揺れ
たかもしれない。物理に対しては，今でも魅力的と
思っている。足を洗っているつもりはないとも。が，
キラキラしている不思議がいっぱいの「物理」も，
人が理解しにくい分野だ。「面白いこと」を「建築」
に求めた不思議な発想。そして千葉大学へ。その
頃，たまたま客員教授の建築家・橋本文隆先生
（1940 ～ 2011年）の研究室に入る。活躍目覚まし
い今，「建築を選んで正解でした」と，ソフトにクリ
アに，ちょっと早口で言い切る構造家の岡村仁さん。
　建築界の異端ともいえる橋本先生と，特異な存
在だった建築家の木島安史先生（1937 ～ 1992年）
に学生時代に間近で接した岡村青年は，不思議仲
間のにおいがしていたのかもしれない。
■好奇心
　自分には意匠の才能はなし，と分析して，歩むべ
き道を模索しながら，模型づくりに勤しんでいた建
築学生の頃。構造家の渡辺邦夫先生の魅力的な
話術に，「ダマされて（覇志堂！）」SDGに入社。
以後7年間のご奉公となったのでした。それにしても，
HPの「SDG・STAFF LIST」は壮観です。
　フィラデルフィアでコンサートホールの構造を依頼
されたSDGは，事務所開設のために，岡村さんをNY
に派遣。しかし，間もなく，渡辺先生と設計陣との
軋轢が生じ，「引き上げろ」と，FAXで社命が来る。
「身辺整理をして渡米した身。簡単には帰国できない
ぞ」と，居残ることにした。引き継いだ構造家のティム・
マクファーレンさんのNY事務所で，仕事を続けること
になる。「最初はマンハッタンの28階で暮らしたけど，

最後はスタッテン島に都落ちでしたよ～」と笑わせる。
帰国のきっかけは，建築家の内藤廣先生が，声をか
けてくれたから。その「倫理研究所・新富士研修所」
で，第13回JSCA賞新人賞を受賞する。速やかに決
断して即帰国したのも，根っからの好奇心が目を醒ま
したからですね。内藤廣先生に最敬礼です！
■橋
　SDGで一緒に仕事をした，構造家の桐野康則さ
んと設立した「KAP」を軸に活動している。興味の
あるものには何でもチャレンジする精神。広島の太
田川大橋は，日本では珍しい土木のコンペだったが，
設計チームで参加して勝つ。そして，2014年に土
木学会田中賞を受賞することになったのです。岡村
さんの建築人生は，流されながら歩んでいるふうで，
強運と，細密な計画の上にありそうだ。人や事象
に対して，あくまでも純粋な好奇心と，温かく，本
質を見る目。物理的な計算をして？イエ， sixth sense
の持ち主。
■トラウマ
　岡村さんの木造の模型を見ていたら，昔つくっ
た建物とリンクした。設計は，住宅を造り続けてい
る建築家の石川淳さん。尋ねると構造をされたとい
う。この連載第3回の「建築に憑もの」で書いた，
占い体験談がそれ。女優Oさんの稽古場兼ご自宅。
岡村さんも構造が「占い」によって何度も変更にな
ったことが，今でもトラウマになっているという。東
日本大震災の直後には「崩壊しないか？」と女優
の弟子から電話があって，対応が大変だったとか
…。岡村さんとは，「初めまして」から始まったこ
のインタビュー。最後は，ハグしそうに盛り上がっ
てまるで同窓会。覇志堂も呆れたのでした。
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